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	応用
	抗原情報
	背景
	ヌクレオソームDNAによって制御される形で、クロマチン構築因子、クロマチンリモデリング因子、およびヒストン脱アセチル化酵素をそれぞれのヒストン基質へと標的化する可能性のある、コアヒストン結合サブユニット。クロマチン代謝を制御する複数の複合体の構成要素。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	RBBP4 抗体を使用したマウス脾臓溶解物中の RbAp48 のウエスタンブロット分析。
	

	RbAp48 抗体を使用した Hela 溶解物中の RbAp48 のウェスタン ブロット分析。
	

	RbAp48抗体を用いたHela、CHO-K1、C6、Jurkatライセート中のRbAp48のウェスタンブロット分析
	

	RbAp48 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	RbAp48 抗体と DAPI (青) を使用した、Hela 内の RbAp48 (緑) の免疫細胞化学分析。抗原回復には、高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

